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さまざまな学校を訪問して

授業改革と授業の公開
　これまで公立私立、小中高校、栃木、神奈川、埼玉、群馬、東京、三重、大阪、滋賀、島根、長崎の学校を授業改革、授業研究会支援、学校改革アドバイス等で半日から数年単位にわたって訪問させていただいた。
　多くの学校のビジョンは、授業を改善し、それを起爆剤として学校改革を図るというものだ。それは大きな方向性として間違ってはいないだろう。しかし、高校においては、教科領域の専門性や教師のプライドの問題もあって、その方法ではかなりの困難が予想される。事実、改革にかかわった学校で、その後順調に歩みを進めている学校は数少ないように思われる。

そうした事例と新座高校での取り組みから考えてきたことは、とくに高校で重要なポイントは、授業様式、技法、方略の改善よりも、とにかくすべての教師が教室を開くこと、授業の公開を実質的なものにするという点である。
実質的というのは、「授業公開週間」というような形式的な「公開」ではなく、年間行事予定のなかに公開授業と研究会をセットにして位置づけ、全教師が参加できる態勢を整えるという意味である。
ヴァルネラビリティ（被傷性）
　授業を公開することは、教室に他者の視線を入れ、教師をヴァルネラブルな状態に置く。つまり、他者からの攻撃を受けやすい状態にすることを意味する。これはこれまで多くの高校で授業研究が進展しなかった理由のひとつである。
すなわち、授業を公開した教師にたいして、声の大きさから板書の字の間違い、質問のタイミング、教材の解釈にいたるまで、それこそ口撃が加えられるのが、研究授業の常態だったからである。
　したがって、授業の実質的な公開のためには、教師の「教え」ではなく生徒たちの「学びあい」に焦点をあてるという、ある意味コペルニクス的な転回が必要なのである。もし、それが可能となれば―じつはこの転回が一番難しいことなのかもしれないのだが―ヴァルネラビリティは、教師を傷つけて独り言の世界へ退行させるきっかけではなく、「弱さ」の強みを発揮させ、他者の応答responsibility と支援を誘いだして、さまざまな声が響きあう豊かな世界を開示する媒介となりうる。そのとき「～観」における同一性においてではなく、子どもたちの多様な姿を仲立ちにして、異質な教師たちがつながる途がひらけるのである。
１９９０年代からの大きな変化　
　では、なぜいま高校の改革が必要なのだろうか？　それを考えるにあたって、１９９０年代に日本の社会と教育に見られた深甚な変成を見逃すわけにはいかない。　　　　　
１９９０年代は、バブル崩壊を機に、フリーターなどの非正規雇用の増加に示される労働力の流動化が、それ以前の安定的な終身雇用制度を解体しはじめ、他方で、地下鉄サリン事件や阪神淡路大震災などの衝撃的な事件や災害が、世界の自明性にひび割れを起こしていく時期にあたる。こうした社会や経済の不安定化に拍車をかけていたのは、言うまでもなく新自由主義的な思潮の台頭である。
教育界においても、臨教審のあとを受けた第１４期中央教育審議会の答申に示されるように、新自由主義的な主張にもとづいた「選択の自由」と「個性化多様化」が声高に語られ、政策として実行されていくのである。
　新自由主義の浸透は、あらゆる枠組みや関係性を衰弱ないし解体させていく。ドイツの社会学者のG・バウマンが「社会の液状化」と形容した通り、あらゆる次元での共同性が崩され、人々の関係が砂状化・原子化し、公共性が衰退していく。それに反比例するようにして「自己決定」と「自己責任」が強調され、教育の私事化が進展するのである。
しかし、個人の「自由な選択」という名のもとで進行していたのは、「格差」と呼ばれた貧困の深刻化と顕在化であり、学校教育へのその直接的な影響だったのである。
それは、たとえば高校においては、中途退学の増大として現れる。下のグラフは全国・埼玉県と新座高校の中途退学率の推移を示している。
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これによれば、１９９３～９４年を機に中途退学が激増していることが一目瞭然である。しかも、全国と埼玉県の中途退学率が２％台であるのにたいし、新座高校のそれは４０％近くにも達していることに着目すれば、新自由主義的な教育改革の影響が、高校階層構造の下位に集中的に現れていることがわかるだろう―この影響は、１０数年後にようやく収束するほどの激甚なものであったことも、グラフは示している。
こうして、学校現場での問題は下位層に集中的に現れつつ複雑化複合化し、不確実性を増大させていく。この事態は、教師の側においては病気休職に占める精神疾患の急増として同時期から噴出する。生徒も教師も高校という学びの場から逃走しはじめたということである。
　このような共同性と公共性の衰弱という事態のなかで、教師は実践の様式を変化させざるを得なくなる。それが「「指導」から「支援」へ」と「「教え」から「学び」へ」というかたちをとって現れる。
　これまで教育社会学は、１９９０年代を通じて、高校は若者にたいする準拠集団としての機能を低下させ、生徒が学校の外に比重をおきはじめたことを明らかにしてきた。その結果、生徒集団にたいする統制的な「指導」は困難となり、個別の「支援」へと教師は生徒へのかかわり方を変えていかざるを得なくなる。同じ頃に学校で導入されていくカウンセリングは、この「支援」的な手法を根拠づけつつ、問題を個人に還元し帰責させる風潮を生みだしていく―これが新自由主義的な「自己責任論」によって正当化されることはいうまでもない。
　しかも、教育学における「教え」から「学び」への転換の強調は、クラスという準拠集団を相手とする一斉教授からの脱却を促しつつも、「協働」の契機の見落とし、ないし、軽視とあいまって学習の個別化を招き、子どもたちの共同性をより衰えさせ、教育の私事化を進行させていくのである。
教育にかかわる２つの潮流と専門家像
以上の変成の渦中に教師たちは、その職責を自己限定する方向と、協働化による実質的な関係性の構築へという２つの潮流をうみだしていく。
前者は、個体還元主義的なアプローチを採用し、スキルと数値化だけを自己目的化する、脱文脈化された教育を目指す。後者は関係論的な発想にたって、固有な状況と他者に応答しつつ、意味と価値を探究する教育を求めていく。
　前者に対応する教師像は、技術的な合理性にもとづく専門家である。彼らはexpertとして、問題をひとりで解決する／できることを前提とされ、複合化し複雑さを増す現場において、専門家としての体裁を取り繕うことによって孤業化を強いられていく。「指導力不足と見られているのではないか」という同僚への疑心暗鬼が、心身への過度のストレスとなり、精神疾患を発生させる機序となることはいうまでもない。
　後者は省察的な専門家reflective practitionerとして、不確かな状況をその場にかかわるすべてのひとびとの課題challengeと捉える。ひとりで解決できないことがあれば、「これまで経験したことがない状況だけれども、どうすればいいのだろうか？」と省察的で協働的な挑戦を重ねながら、職場に社会関係資本と文化資本を蓄積させていく。彼らは不確実な状況に柔軟に適応しつつ熟達していくのである。
　現代の高校において授業を公開することは、合理的で技術的な熟達と協働的で適応的な熟達の２つの道筋をひらくことを意味する。これは、授業公開によるヴァルネラビリティが、教師をモノローグの密室に閉じこめるのか、それとも異種混交の多声的な広がりへと誘うのかという２つの途に対応している。

専門家の学びあう職場へ
　今後さらに進展する知識基盤社会化に対応するためには、教師を定型的熟達ではなく、適応的熟達へと誘うことが不可欠である。しかし、最初に述べたように、教師を多声的な場へ誘うためには、授業研究の焦点を、教師の「教え」から生徒たちの「学びあう姿」へと転回させることが必要である。それが可能となったときにはじめて学校改革は緒に就き、教職はゆたかな世界を教師に顕わしはじめるのである。

　ところで、教職は、再帰性、不確実性、無境界性によって特徴づけられる。
　これは技術的な専門家にとっては、心身を疲弊させ、専門家としての誇りを痛めつける排除すべき要因となる。しかし、適応的な熟達者にとっては、経験の豊穣なフィールドを提供し、多様で異質なひとびととの省察を促し、越境の愉悦をもたらす契機となる。
　したがって、知識基盤社会における高校では、すべての教師が教室を開き、子どもたちの学びあう姿をめぐって語りあう場を維持しつづけることが、最低限度の条件となる。授業を公開しながら教師のまなざしを転換していくことが、高校での喫緊の課題なのである。
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